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即応性の高いデータを提供
正確性；
「今J起きても喝ことを正備に偲鋼
生鎗系モデJレへ静綱なデータを
提供

品r，~111；’ H,r,

「見せるJデータから即応性の高い「I占えるjデータヘ
1.即応性
災；宙号事のt,'I＇械をすぐにデータを取得し、槌供する。

2.経年性
データのアーカイブ化により． 「変化』をhlll.ll.

3.正般住
モデルの予測ばかりでなえ災データを稲川

Go_pgle Earth E-Agiru. 

Land日 t,Sentinelの
アーカイブを数行の
コマンドで呼び出し、
広域のヂ－9を数秒
で表示できる。

教師付き分膏iも可能

I ~1 Google Earth Engine 
X 

Open Da同 Kit(ODK)

，ジ r

森林域での自然災害
森林災害は、地球温眼化の影響で頻度が増している？

森林火災

（大規模変化）

風倒筈

（小規模変化）

~ 

3次元データ取得方法劇的な発展
Airborne Laser 
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Structure from Motion 

躍動
Terrestrial Laser 
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Terrestrial Laser Scanner (TLS) 

民」霊童室

わ

一ー－一一ニ工三

Quadcopter vs. Fixed wing 

メシF

Precision （精度）とAccuracy（正確性）

＠部⑥与問
~出~~口

hupJ／・鳩町.. 凡＇・＇＂・＇＂＂＇＂RI＂＇＂院の噂 ／

I’山 fM(S耐吋om
Motion) 

UA¥I, 
DJI Ph,ruom, 

UAV Laser 

~ 
人による樹高計測

削郎 LTIS Y•llo"""'"' 

i:z 
． －－・←．－・． 

’＞ ＇聞
紙問刷咽岨畑l・3
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刊五機レーザー

士01岬 町M(5<'<m解惚班｝

UAV-S™ 

201，年手ータ取得衛問

｜戸長r オーストラリア熱帯林でUAVIごよる
3次元データを取得

銚＂＇・レーゆ吋品
,;1m1（，剛、，＿，

---地上レーザー

RIEGL VZ400 

“)Om 
抽10<,lデータ臥帥範囲 ｜⑥叩

L<,c・CIO
双由m

研究対象地（風倒害）
オーストラリアクイーンズランド州の然干l~林 Robson、SCreek 

台風の通り道のため、熱郁林で風倒；！fが生じやすい地峨

25hafiJ木調査しである易所で‘UAV・SfMによる3次元データの有効性も検証

-
ll'-iHtJ7 

樹高計測

RMS£ 2. 08m 

さア｜ 醐 E圃

-l.J 幽 置関田園

風岡市地闘のれ副胃闘結盟

W,lhow,11嗣舗が可値にZまる．
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W抽 dtlulfolo Nntionnl Pnrk 

(45,584 km') 

1.tmoiドサイクルで滋紘火災が
生じている．

2 買匝:Q!i；干林．人の手が入っていない．
n然状態．

” TnmblcTX 

凶曲，＿19曲
1991 1995 ，ル
，，い＂＇＇＂＂）眠、..
E呪川公買事育 i: ＜づ一一、

1986 1990 J 199'j"'j拍 511996200012仙 2005I回062010 I 2011回目
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刊制年四201S停における火災鏑失揖所の権定

／ 

環境政策への貢献
る轟換鷲絵芝トレーザーや持取得するだけで良〈な

司 盈もF確で、 員も簡略化したモニタリングが可能~なるm

自然災害

話線鶴糠見事問思議説法賂

ヨキ 「胃Aせるlデータから「使える｜データヘリモートセンシングの
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